
　

平
成　

年
成
人
式
の
ア
ト
ラ
ク

２７

シ
ョ
ン
の
企
画
や
記
念
品
の
選
定
な

ど
の
企
画
・
運
営
を
行
う
実
行
委
員

会
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
新
成

人
に
感
動
を
与
え
、
楽
し
め
る
成
人

式
を
あ
な
た
の
手
で
企
画
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対　

象　

新
成
人
（
平
成
６
年
４
月

２
日
～
平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
ま
た
は
一
般
の
人

申
込
方
法　

市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
ま
で
電
話
ま
た
は
ｅ
メ
ー
ル

（shogaigakushu＠
city.hats

ukaichi.hiroshim
a.jp

）
で

申
込
締
切　

６
月　

日晶２７
※
成
人
式
は
、
平
成　

年
１
月　

日

２７

１２

抄
、
さ
く
ら
ぴ
あ
に
て
開
催
予
定

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
促
進

す
る
た
め
、
集
団
で
の
資
源
回
収
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。
各
家
庭
か
ら
出

る
古
紙
な
ど
の
資
源
物
を
子
ど
も
会

な
ど
で
回
収
し
、
回
収
対
象
品
目
ご

と
に
整
理
し
た
上
で
リ
サ
イ
ク
ル
業

者
に
直
接
引
き
渡
す
場
合
、
回
収
量

に
応
じ
て
市
が
報
奨
金
を
支
払
い
ま

す
。
資
源
回
収
を
通
じ
て
、
環
境
学

習
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
も
図
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
事
前

の
登
録
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
廃
棄
物
対
策
課
ま
た

は
各
支
所
環
境
担
当
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

４
月　

日昌
ま
で

３０

※
申
請
期
間
を
過
ぎ
て
の
申
請
は
受

け
付
け
ま
せ
ん

　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
の
手
話
奉

仕
員
と
し
て
活
動
で
き
る
人
を
育
成

し
ま
す
。

●
日　

程

入
門
編　

５
月
９
日晶
～　

月　

日

１２

１２

晶
の
金
曜
日　

時
～　

時

１９

２１

基
礎
編　

①
５
月　

日松
～　

月　

１０

１２

２０

日松
の
土
曜
日　

時
～　

時

１９

２１

　

②
５
月　

日昌
～　

月　

日昌
の

２８

１２

１７

水
曜
日　

時　

分
～　

時　

分

１３

３０

１５

３０

と
こ
ろ　

あ
い
プ
ラ
ザ

※
入
門
編
全　

回
・
基
礎
編
各
全　

回

２４

２４

参
加
費
（
テ
キ
ス
ト
代
）

　

入
門
編
・
基
礎
編　

３
２
４
０
円

●
対　

象

入
門
編　

手
話
の
学
習
経
験
が
な
く
、

　

歳
以
上
の
人
。

１８
基
礎
編　

入
門
編
を
修
了
し
た
人
。

ま
た
は
手
話
経
験
が
２
年
程
度
の

人
（
面
接
後
決
定
）

定　

員　

入
門
編　

人
（
先
着
順
）、

３０

基
礎
編　

若
干
名

申
込
方
法　

障
害
福
祉
課
ま
で
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

申
込
締
切　

４
月　

日捷１４
●
会
員
募
集

　

お
お
む
ね　

歳
以
上
で
働
く
意
欲

６０

の
あ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
入
会
も
歓
迎
し
ま
す
。
ま

ず
は
入
会
説
明
会
へ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ　

４
月　

日晶　
廿
日
市
本
所　

２５

５
月　

日昭　
廿
日
市
本
所

２２

５
月　

日昇　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

２７
タ
ー
大
野
支
所

※
時
間
は
す
べ
て　

時　

分
～

１３

３０

申
込
み　

セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
で

●
託
児
を
行
っ
て
ま
す
。

　

育
児
経
験
豊
富
な
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
託
児
を
し
ま
す
。

対　

象　

生
後
３
カ
月
～
４
歳
く
ら

い
ま
で

場　

所　

な
か
よ
し
ル
ー
ム
（
宮
内

　

４
３
１
４
―
１
木
村
ビ
ル
１
階
）

費　

用　

１
時
間
７
０
０
円

※
１
時
間
か
ら
で
も
預
か
り
ま
す

申
込
方
法　

な
か
よ
し
ル
ー
ム緯曳６

６
６
１
ま
で

●
植
木
の 
剪  
定 
講
習
会

せ
ん 
て
い

と　

き　

５
月　

日捷
～　

日晶１９２３
内　

容　

剪
定
・
消
毒
・
肥
料
の
基

礎
知
識
、
剪
定
実
習
（
松
・
雑
木
）

申
込
締
切　

５
月
９
日晶

参
加
費　

無
料

対　

象　
シ
ル
バ
ー
の
会
員
と
し
て

就
業
で
き
る
人
で
、　

歳
～　

歳

５９

６５

く
ら
い
ま
で
（
高
所
作
業
が
あ
り
）

申
込
み　

セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
で

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
よ
り

よ
い
日
常
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、

ま
た
白
杖
を
使
い
単
独
歩
行
が
で
き

る
よ
う
に
、
自
宅
や
そ
の
周
辺
で
歩

行
訓
練
士
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

対
象
者　

次
の
①
お
よ
び
②
に
該
当

す
る
人

　

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
中
途

失
明
の
人
あ
る
い
は
視
野
障
が
い
の

あ
る
人
、
ま
た
は
医
師
に
よ
り
同
程

度
の
障
が
い
を
有
す
る
と
診
断
さ
れ

た
人
（
い
ず
れ
も　

歳
以
上
の
人
）

１８

②
障
が
い
者
支
援
施
設
な
ど
に
入
所

　

し
て
い
な
い
人

訓
練
期
間　

６
月
（
予
定
）
～
平
成

　

年
３
月　

日昇２７３１※
実
施
期
間
、
回
数
な
ど
は
訓
練
目

標
な
ど
に
よ
り
設
定

申
込
方
法　

申
し
込
み
先
に
あ
る
申

込
書
に
記
入
し
、
い
ず
れ
か
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先　

障
害
福
祉
課
、
社
会
福
祉

協
議
会

選
考
方
法　

書
類
審
査
、
面
接
な
ど

に
よ
り
選
考

申
込
締
切　

４
月　

日昌３０
対　

象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

②
次
の
い
ず
れ
か
を
持
っ
て
い
る
人

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
▼
療

育
手
帳
○A
 

、
Ａ
、
○B
 

▼
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
、
２
級

交
付
枚
数　

年
間
１
冊
（　

枚
つ
づ

２４

り
）
ま
で
（
血
液
透
析
の
た
め
通

院
を
し
て
い
る
人
は
４
冊
ま
で
）

助
成
内
容　

１
回
の
乗
車
に
つ
き
１

枚
、
初
乗
り
の
う
ち
、
５
７
０
円

を
限
度
と
し
て
助
成
し
ま
す
。

交
付
手
続　

印
鑑
と
手
帳
を
持
っ
て

い
ず
れ
か
の
申
請
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。（
代
理
人
が
申
請

す
る
場
合
は
、
代
理
人
の
印
鑑
が

必
要
で
す
）

※
古
い
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
は
返

却
し
て
く
だ
さ
い
（
期
限
切
れ
で

利
用
不
可
）

受
付
開
始
日　

４
月
１
日昇

申
請
窓
口
・
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
、

健
康
推
進
課
（
あ
い
プ
ラ
ザ
内
）、

各
支
所
市
民
福
祉
担
当
グ
ル
ー
プ

生涯学習課緯運９２０３ 成人式実行委員の募集

■廃棄物対策課緯運９１３３ 資源回収推進登録団体募集

■

障害福祉課緯運９１５２鯖雲１９９９ 手話奉仕員養成講座

受講生募集
■

廿日市市シルバー人材センター

緯欝１４６８ シルバー会員募集など

■

福祉・健康
障害福祉課緯運９１５２ 視覚障がい者生活訓練

■

■
夜
間
納
税
窓
口
４
月　

日
月
・　

日
火

２１

２２

　

時　

分
～　

時

１７

３０

２０

市
役
所
１
階
税
制
収
納
課問
税
制
収
納
課

緯運
９
１
１
１

障害福祉課緯運９１５２ 福祉タクシー
利用助成券の交付

■

nformationIews ＆ Ｎ■宮島支所　緯瑛２０００　鯖瑛２１９６■大野支所　緯駅２０００　鯖駅１３０７■吉和支所　緯猿２１１１　鯖猿２０７８■佐伯支所　緯演１１１１　鯖演０４１５■廿日市市役所　緯欝０００１　鯖荏１０５９
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国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
、

脳
ド
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
。

対　

象　

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
世
帯
の
人

※
申
し
込
み
日
の
前　

日
以
内
に
国

１０

民
健
康
保
険
税
を
納
付
し
た
人
は
、

確
認
の
た
め
に
領
収
書
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い

定　

員　

２
３
０
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
（
昨

年
受
診
し
て
い
な
い
人
を
優
先
）

検
診
期
間　

６
月
２
日捷
～
平
成　
２７

年
２
月　

日晶２７※
検
診
日
に
国
民
健
康
保
険
の
資
格

が
な
い
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

検
診
医
療
機
関　

廿
日
市
記
念
病
院
、

五
日
市
記
念
病
院
、
石
原
脳
神
経

外
科

受
診
者
負
担
額　

１
万
３
０
０
０
円

申
込
方
法　

廿
日
市
市
保
健
セ
ン

タ
ー
、
保
険
課
、
各
支
所
福
祉
担

当
グ
ル
ー
プ
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
。
申

請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
郵

送
の
場
合
は
「
脳
ド
ッ
ク
申
請
書

在
中
」
と
記
入
。

〒
７
３
８
―
８
５
０
１（
住
所
不
要
）

廿
日
市
市
役
所
保
険
課

※
電
話
で
の
申
し
込
み
不
可

受
付
期
間　

４
月　

日晶
～
５
月
９

１１

日晶
消
印
有
効

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害
児
福

祉
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
お
よ
び

経
過
的
福
祉
手
当
の
手
当
額
が
、
平

成　

年
４
月
分
か
ら
、
全
国
消
費
者

２６
物
価
指
数
の
変
動
に
伴
い
、
次
の
と

お
り
改
定
さ
れ
る
予
定
で
す
。

問
合
せ　

市
役
所
障
害
福
祉
課
、
各

支
所
福
祉
担
当

　
　

歳
～　

歳
の
人
の
窓
口
負
担
割

７０

７４

合
が
見
直
さ
れ
、
昭
和　

年
４
月
２

１９

日
以
降
生
ま
れ
の
人
か
ら
段
階
的
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

見
直
し
内
容

○
４
月
２
日
以
降
に　

歳
の
誕
生
日

７０

を
迎
え
る
人
（
誕
生
日
が
昭
和　
１９

年
４
月
２
日
以
降
の
人
）

　
　

歳
の
誕
生
月
の
翌
月
（
た
だ
し
、

７０
各
月
１
日
が
誕
生
日
の
人
は
そ
の

月
）
の
診
療
か
ら
、
窓
口
負
担
が
２

割
に
な
り
ま
す
。（
例
え
ば
、
４
月

２
日
～
５
月
１
日
に　

歳
の
誕
生
日

７０

を
迎
え
る
人
は
、
５
月
の
診
療
か
ら

２
割
負
担
に
な
り
ま
す
）。

※
一
定
の
所
得
が
あ
る
人
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
３
割
負
担

　

な
お
、
窓
口
負
担
に
は
毎
月
の
負

担
限
度
額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

　

歳
か
ら
２
割
負
担
と
な
る
人
は
、

７０
　

歳
ま
で
と
比
べ
て
限
度
額
が
下
が

６９り
ま
す
。

○
４
月
１
日
ま
で
に　

歳
の
誕
生
日

７０

を
迎
え
た
人
（
誕
生
日
が
昭
和　
１９

年
４
月
１
日
ま
で
の
人
）

　

４
月
以
降
も
医
療
費
の
窓
口
負
担

は
１
割
の
ま
ま
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
一
定
の
所
得
が
あ
る
人
は
、
３
割

負
担
で
す

※
負
担
割
合
は
、
毎
年
８
月
に
前
年

の
所
得
状
況
に
よ
り
判
定
を
行
い

ま
す

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と

な
る
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
た

人
は
除
き
ま
す

　

自
己
負
担
限
度
額
は
表
の
と
お
り

で
す
。

　　

４
月
か
ら
平
成　

年
３
月
ま
で
の

２７

国
民
年
金
保
険
料
は
月
額
１
万
５
２

５
０
円
で
す
。

　

現
在
、
就
学
中
の
人
は
、
申
請
に

よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
道
路
や
公
園
で
の
異
常

事
態
を
通
報
す
る
た
め
の
「
緊
急
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
市
が
管
理

す
る
道
路
の
穴
ぼ
こ
・
落
石
・
倒
木
・

路
肩
の
崩
壊
な
ど
の
異
常
お
よ
び
公

園
施
設
の
破
損
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

道
路
や
公
園
を
良
好
な
状
態
に
保

つ
た
め
に
は
、
利
用
者
か
ら
の
情
報

提
供
が
有
効
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

道
路
の
異
常
や
損
傷
、
公
園
施
設

の
破
損
に
気
付
か
れ
た
ら
、
通
報
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
地
域
の
緊
急
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

●
廿
日
市
地
域　

維
持
管
理
課

　

０
１
２
０
（
１
４
）
３
０
３
０

●
佐
伯
地
域　

佐
伯
管
理
課

　

０
１
２
０
（
２
２
）
４
４
４
２

●
吉
和
地
域　

環
境
産
業
建
設
グ
ル
ー
プ

　

０
１
２
０
（
４
１
）
８
８
６
６

●
大
野
地
域　

大
野
管
理
課
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nformationIews ＆ N 保険課緯運９１５９ 脳ドック検診
■

４月１日以降

区　分 自己負担限度額一部負担金割合

入院と外来外来昭和19年4月2日以
降生まれの人

昭和19年4月1日ま
で生まれの人

80,100円＋（医療費総額
－267,000円）×1％44,400円3割

現役並み所
得者（一定
以上所得者） 44,400円（※1）

44,400円12,000円2割（※2）1割一般
24,600円　8,000円2割（※2）1割市民税非課税Ⅱ
15,000円2割（※2）1割市民税非課税Ⅰ

一般

保険課緯運９１５９ 国民健康保険高齢受給者証の一部負

担割合と自己負担限度額の見直し

■ 障害福祉課緯運９１５２ 特別児童扶養手当などの額改定

■

※１　年４回以上入院治療に関わる高額療養費を受けた場合の４回目以降の自己負担限度額
※２　誕生月の翌月から（誕生日が１日の人はその月から）適用されます

保険課緯運９１５９ 国民年金保険料の改定

■

道路や公園施設の異常や

損傷に関する通報

■

改定後の手当額
平成26年4月分から

改定前の手当額
平成26年3月分まで

49,900円1級50,050円1級
特別児童扶養手当

33,230円2級33,330円2級
14,140円14,180円障害児福祉手当
26,000円26,080円特別障害者手当
14,140円14,180円経過的福祉手当
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